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(57)【要約】
　内視鏡シースは、（ａ）内視鏡のシャフトの全てまた
は一部分を受けるように構成された管と、（ｂ）シース
の近位端領域に付けられたかつシースの近位端領域から
延びるアームとを備え、内視鏡が内視鏡の近位端領域に
ライトポストを含み、アームは、内視鏡に関して軸に関
しておよび回転に関してシースを正しい位置に合わせる
ためのライトポストと連絡するものである一つ以上の特
徴を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡シースであって、
　（ａ）内視鏡のシャフトの全てまたは一部分を受けるように構成された管と、
　（ｂ）前記シースの近位端領域に付けられたかつ前記シースの近位端領域から延びるア
ームと
を備え、
　前記内視鏡が前記内視鏡の近位端領域にライトポストを含み、
　前記アームは、前記内視鏡に関して軸に関しておよび回転に関して前記シースを正しい
位置に合わせるための前記ライトポストと連絡するものである一つ以上の特徴を有する、
　内視鏡シース。
【請求項２】
　前記一つ以上の特徴は、前記シースの回転に関する移動が防止されるように、前記内視
鏡の前記ライトポストのまわりに少なくとも部分的に延びるソケットである、
　請求項１の内視鏡シース。
【請求項３】
　前記アームは、前記シースが前記内視鏡と軸に関して整列させられるように、前記シー
スの近位端から所定の距離まで延びる、
　先行する請求項のいずれかの内視鏡シース。
【請求項４】
　前記アームは、前記内視鏡の遠位端と前記シースの遠位端を、前記遠位端および前記近
位端が相互に対して所定の軸に関する位置に位置決めされるように、軸に関して整列させ
る、
　先行する請求項のいずれかの内視鏡シース。
【請求項５】
　前記ソケットは、前記内視鏡シースが前記内視鏡に対する軸に関する移動および回転に
関する移動が防止されるように、前記ライトポストに接触すると共に前記ライトポストに
前記内視鏡シースを接続するアンダーカットを含む、
　請求項２から４までのいずれかの内視鏡シース。
【請求項６】
　前記内視鏡シースの近位端は、前記内視鏡が延びる接面を含み、
　前記接面は、内視鏡のショルダーとのシールを形成するフレアを含む、
　先行する請求項のいずれかの内視鏡シース。
【請求項７】
　前記接面は、前記接面が前記内視鏡のショルダーとのシールされた接続を形成するよう
に、弾性的に変形可能なものである、
　請求項６の内視鏡シース。
【請求項８】
　前記アームは、前記内視鏡の一部分を受けるカラーとして構成され、
　前記カラーは、前記カラーの中へと延びると共にライトポストの全てまたは一部分を受
けるように構成されるソケットを含む、
　先行する請求項のいずれかの内視鏡シース。
【請求項９】
　前記カラーは、前記内視鏡シースと前記内視鏡との間の、前記内視鏡シースと前記内視
鏡のショルダーとの間の、またはそれら両方の、シールを形成するＯリングを含む
　請求項８の内視鏡シース。
【請求項１０】
　前記内視鏡シースは、ハブを含み、
　前記アームおよび前記管は、前記ハブに接続されると共に前記ハブから延び、
　前記ハブは、前記内視鏡シースを通じた流体の進入および退出を提供するポートを含む
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、
　先行する請求項のいずれかの内視鏡シース。
【請求項１１】
　内視鏡シースであって、
　　遠位端と、
　　近位端と、
　　円筒体を有するシャフトと、
　　内視鏡の近位端領域から延びるライトポストと
　を有する前記内視鏡の全てまたは一部分を受けるように構成された管と、
　前記シースの近位端領域に付けられたかつ前記シースの近位端領域から延びるアームと
を備え、
　前記アームは、前記ライトポストに対して前記内視鏡シースを留めると共に前記内視鏡
に関して前記近位端および前記遠位端に向かった前記シースの軸に関する移動を防止する
ように構成されるアンダーカットをもつソケットを有する、
　内視鏡シース。
【請求項１２】
　前記一つ以上の特徴は、前記シースの回転に関する移動が防止されるように、前記内視
鏡の前記ライトポストのまわりに少なくとも部分的に延びるソケットである、
　請求項１１の内視鏡シース。
【請求項１３】
　前記アームは、前記内視鏡の遠位端と前記シースの遠位端を、前記遠位端および前記近
位端が相互に対して所定の軸に関する位置に位置決めされるように、軸に関して整列させ
る、
　請求項１１または請求項１２の内視鏡シース。
【請求項１４】
　前記内視鏡シースの近位端は、前記内視鏡が延びる接面を含み、
　前記内視鏡シースの前記接面は、前記内視鏡シースと前記内視鏡との間に流体シールさ
れた接続を形成するためにガスケット、シール、またはそれら両方の無いものである、
　請求項１１から１３までのいずれかの内視鏡シース。
【請求項１５】
　前記接面は、前記接面が前記内視鏡のショルダーとのシールされた接続を形成するよう
に、弾性的に変形可能なものである、
　請求項１４の内視鏡シース。
【請求項１６】
　前記アームは、前記内視鏡の一部分を受けるカラーとして構成され、
　前記カラーは、前記カラーの中へと延びると共にライトポストの全てまたは一部分を受
けるように構成されるソケットを含む、
　請求項１１から１５までのいずれかの内視鏡シース。
【請求項１７】
　前記カラーは、前記内視鏡シースと前記内視鏡との間の、前記内視鏡シースと前記内視
鏡のショルダーとの間の、または、それら両方のシールを形成するＯリングを含む、
　請求項１６の内視鏡シース。
【請求項１８】
　前記内視鏡シースは、ハブを含み、
　前記アームおよび前記管は、前記ハブに接続されると共に前記ハブから延び、
　前記ハブは、前記内視鏡シースを通じた流体の進入および退出を提供するポートを含む
、
　請求項１１から１７までのいずれかの内視鏡シース。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本教示は、一般に、内視鏡の全てまたは一部分を受ける内視鏡シースに、および、より
具体的には、内視鏡に相対的に内視鏡シースを位置させるために使用される内視鏡シース
のアームに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、典型的には、最小限に侵襲的な外科手術に、または、医師にビジュアルアク
セスが提供されるように患者の内部の場所へのアクセスを提供するために、使用される。
内視鏡は、使用中に、内視鏡の末端を覆うと共に特に内視鏡の末端に位置させられたイメ
ージングデバイスを覆うことがあるデブリを含むことがある場所の中へと挿入されること
がある。例えば、外科手術に使用される内視鏡は、血液によって覆われたものになること
があると共に、血液は、外科手術がますます困難なものになるように外科医の視覚を害す
ることがある。内視鏡のイメージングデバイスからデブリを除去する際に外科医を支援す
ると共に視覚を回復させるために様々なデバイスを提供するための試みがなされてきてい
る。これらのデバイスは、内視鏡のイメージングデバイスからデブリのいくつかを取り除
くことがあるが、しかしながら、これらのデバイスは、デブリの必ずしも全てを取り除く
ものではないことがある、および／または、イメージングデバイスにスポットを残すこと
があるが、それは、継続した障害に帰着することがある。さらに、使用中における内視鏡
の移動は、デバイスが、より効果的でないものになる、および／または、イメージングデ
バイスを使用する際にイメージングを害するように、内視鏡に相対的なデバイスの軸に関
するまたは回転に関する移動を引き起こすことがある。
【０００３】
　いくつかの内視鏡クリーニングデバイスの例は、米国特許第４，６４６，７２２、５，
１７０，７７４、５，４１９，３０９、５，５７５，７５６、６，１１０，１０３、６，
１２６，５９２、６，４４７，４４６、および７，８１１，２２８号に見出されることが
あるが、それらの全ては、全ての目的のためにここにそれらの全体が参照することにより
組み込まれる。様々な視野角の内視鏡の先端と内視鏡シースの先端を整列させるアームを
有する内視鏡シースを有することは、魅力的なことであると思われる。デブリおよび他の
イメージングを阻止する物質が内視鏡の遠位の先端から取り除かれるように、内視鏡の遠
位端にわたって流体および／または吸引を向ける内視鏡シースを有することは、魅力的な
ことであると思われる。内視鏡に関して内視鏡シースを回転に関しておよび軸に関して固
定化する整列デバイス（即ち、アーム）をもつ内視鏡シースを有することは、魅力的なこ
とであると思われる。必要とされるものは、流体、吸引、一つ以上の機能デバイス、また
はそれらの組み合わせが、近位端から遠位端まで延びるように、流体、吸引、一つ以上の
機能デバイス、またはそれらの組み合わせを受けるように構成される内視鏡シースである
。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本教示は、内視鏡シースであって、（ａ）内視鏡のシャフトの全てまたは一部分を受け
るように構成された管、および、（ｂ）シースの近位端領域に付けられたかつシースの近
位端領域から延びるアームを備える、内視鏡シースにおいて、内視鏡が内視鏡の近位端領
域にライトポストを含むと共に、アームは、内視鏡に関して軸に関しておよび回転に関し
てシースを正しい位置に合わせるためのライトポストと連絡するものである一つ以上の特
徴を有する、内視鏡シースを提供することによって本要求の一つ以上を満たす。
【０００５】
　本教示の別の可能性のある実施形態は、内視鏡シースであって、遠位端、近位端、円筒
体を有するシャフト、および内視鏡の近位端領域から延びるライトポストを有する内視鏡
の全てまたは一部分を受けるように構成された管、および、シースの近位端領域に付けら
れたかつシースの近位端領域から延びるアームを備える、内視鏡シースにおいて、アーム
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は、ライトポストに対して内視鏡シースを留めると共に内視鏡に関して近位端および遠位
端に向かったシースの軸に関する移動を防止するように構成されるアンダーカットをもつ
ソケットを有する、内視鏡シースを備える。
【０００６】
　本教示は、ここでは、様々な角度の内視鏡の先端と内視鏡シースの先端を整列させるア
ームを有する内視鏡シースを提供する。教示は、デブリおよび他のイメージングを阻止す
る物質が内視鏡の遠位の先端から取り除かれるように、内視鏡の遠位端にわたって流体お
よび／または吸引を向ける内視鏡シースを提供する。教示は、内視鏡に関して内視鏡シー
スを回転に関しておよび軸に関して固定化するアームをもつ内視鏡シースを提供する。教
示は、流体、吸引、一つ以上の機能デバイス、またはそれらの組み合わせが、近位端から
遠位端まで延びるように、流体、吸引、一つ以上の機能デバイス、またはそれらの組み合
わせを受ける構成される内視鏡シースを提供する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１Ａ】図１Ａは、内視鏡シースの上面図を例示する。
【０００８】
【図１Ｂ】図１Ｂは、図１Ａの内視鏡シースの近位端の図を例示する。
【０００９】
【図１Ｃ】図１Ｃは、図１Ａの内視鏡シースの遠位端の図を例示する。
【００１０】
【図２】図２は、線Ａ－Ａに沿った図１Ｃの断面図を例示する。
【００１１】
【図３Ａ】図３Ａは、図１Ａの内視鏡シースに挿入された内視鏡の側面図を例示する。
【００１２】
【図３Ｂ】図３Ｂは、図３Ａの遠位端の図を例示する。
【００１３】
【図４Ａ】図４Ａは、０度の角度でイメージングデバイスをもつ内視鏡の例を例示する。
【００１４】
【図４Ｂ】図４Ｂは、７０度の角度でイメージングデバイスをもつ内視鏡の例を例示する
。
【００１５】
【図５】図５は、内視鏡シースおよびアームの透視図を例示する。
【００１６】
【図６】図６は、内視鏡シースから延びるアームの断面図を例示する。
【００１７】
【図７Ａ】図７Ａは、アームを含む内視鏡シースの例の側面図を例示する。
【００１８】
【図７Ｂ】図７Ｂは、アームを含む内視鏡シースの別の例の側面図を例示する。
【００１９】
【図８】図８は、ここでの教示の内視鏡シースを含むシステムの例を例示する。
【００２０】
【図９】図９は、ここでの教示の内視鏡シースを含むシステムの別の例を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　ここに提示された説明および図解は、教示、それの原理、およびそれの実用的な用途を
当業者に知らせることが意図されたものである。当業者は、特定の使用の要件に最も良く
合わせられることがあるように、教示をそれの数多くの形態に適合させると共に適用する
ことがある。それに応じて、延べられるような本教示の具体的な実施形態は、教示の網羅
的なまたは限定的なものであると意図されたものではない。従って、教示の範囲は、上の
記載を参照して決定されるべきではなく、代わりに、添付された請求項を参照して、その
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ような請求項に与えられる均等物の全範囲と一緒に、決定されるべきである。特許出願お
よび公開を含む、全ての論文および参考文献の開示は、全ての目的について、参照により
組み込まれる。後に続く請求項から探りだされることになるように、他の組み合わせもま
た可能性のあることであるが、それらは、また、これによりこの明細書へ参照により組み
込まれる。
【００２２】
　本出願は、２０１３年９月２６日に出願された米国仮特許出願シリアル番号６１／８８
２，６５２への優先権を主張するが、その出願の内容は、両方とも、全ての理由について
、それらの全体がここに参照により組み込まれる。本教示は、あるシステムにおける使用
のための内視鏡シースを提供する。教示のシステムは、ここでは、洗浄源および吸引源を
含むが、それらは、両方とも、内視鏡と連絡するものである内視鏡シースに接続される。
システムは、一つ以上の制御モジュールを含むことがある。システムは、内視鏡をクリー
ニングするように機能することがある。好ましくは、システムは、内視鏡の遠位の先端を
クリーニングするように機能する。より好ましくは、システムは、内視鏡のイメージング
デバイスをクリーニングするように機能する。システムは、内視鏡の遠位端に最も近くま
たは内視鏡の遠位端を越えて延びることがある一つ以上の機能的な構成部品を含むことが
ある。システムは、内視鏡に相対的な一つ以上の導管を提供することがある。システムは
、内視鏡を保護することがある。システムは、システムとの使用のための洗浄流体の一つ
以上の源を含むことがあると共に、洗浄流体、吸引、またはそれら両方の一つ以上の源は
、一つ以上の制御モジュールによって制御されることがある。
【００２３】
　一つ以上の制御モジュールは、所定のエリア、関心のあるエリア、内視鏡、またはそれ
らの組み合わせに適用された流体、吸引、またはそれら両方の量を制御するように機能す
ることがある。一つ以上の制御モジュールは、電気によって動力が供給される、バッテリ
ーで動力が供給される、またはそれら両方であることがある。一つ以上の制御モジュール
は、一つ以上のポンプ、一つ以上のバルブ、一つ以上のユーザインターフェース、または
それらの組み合わせを含むことがある。一つ以上のユーザインターフェースは、一つ以上
のコントロールノブ、一つ以上のセレクター、一つ以上のインジケータ、一つ以上のユー
ザコントロール、パラメータを変化させるための一つ以上のデバイス、またはそれらの組
み合わせであることがある。一つ以上の制御モジュールは、ここで議論されたポンプのい
ずれかを含むことがあると共に、ユーザインターフェースからのフィードバックに基づい
て、選択されたパラメータを実行するためにポンプを制御することがある。制御モジュー
ルは、マイクロプロセッサ、コンピュータ、制御アルゴリズム、またはそれらの組み合わ
せを含むことがある。制御モジュールは、システム内に位置させられた、制御モジュール
に接続された、またはそれら両方である、もう一つのバルブを制御することがある。一つ
以上の制御モジュールは、ユーザインターフェースによって示されるようなユーザによる
選択で、吸引機能、洗浄機能、またはそれら両方の組み合わせを実行することがある。制
御モジュールは、洗浄流体がシースへ移動させられるように、ポンプの運転スピード、ポ
ンピング持続時間、またはそれら両方を制御することがある。
【００２４】
　洗浄流体は、内視鏡をクリーニングする、外科手術部位を洗浄する、内視鏡に最も近い
場所からデブリを除去する、生体吸収性である、または、それらの組み合わせの、ように
機能することがある。洗浄流体は、固体粒子を移動させる、不透明な流体を移動させる、
または、それら両方の、ように機能することがある。洗浄流体は、圧力と共に適用される
ことがある。洗浄流体の圧力は、洗浄流体の流体圧力が増加させられる、または、減少さ
せられるように、シースに相対的な洗浄源の高さを変化させることによって変動させられ
ることがある。洗浄流体は、約０．１０ＭＰａ以上、約０．２０ＭＰａ以上、約０．３０
ＭＰａ以上、または、実に約０．５０ＭＰａ以上、の圧力と共に適用されることがある。
洗浄流体は、約３ＭＰａ以下、約２ＭＰａ以下、約１ＭＰａ以下、または、実に約０．７
５ＭＰａ以下、の圧力と共に適用されることがある。洗浄流体は、洗浄流体の表面張力が
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内視鏡の遠位端、イメージング部分、またはそれら両方にわたって洗浄流体を逃がすよう
に、十分な量の圧力と共に適用されることがある（例として、圧力は、洗浄流体が内視鏡
、シース、またはそれら両方と接触したままであるように十分に低いものであることがあ
る）。洗浄流体は、重力送りで適用されることがあると共に、このように、洗浄流体の圧
力は、洗浄源の高さによって決定されることがある。例えば、洗浄源は、点滴静注バッグ
であることがあると共に、点滴静注バッグの高さは、シース、内視鏡、またはそれら両方
の遠位の先端で発生させられた圧力および／または力の量を決定することがある。洗浄流
体は、所定の圧力で流体をくみ上げるポンプによって適用されることがある。洗浄流体は
、適用サイクルの間に連続的に適用される、断続的に適用される、またはそれら両方であ
ることがある。洗浄流体の圧力は、流体が内視鏡をクリーニングする、内視鏡の末端で乱
流を作り出す、またはそれら両方であるように、洗浄流体が内視鏡シースの末端に到達す
るときに、変化することがある。好ましくは、圧力は、内視鏡にわたる流れが層流のもの
であるように十分に低いものである。洗浄流体の圧力は、洗浄源とシースとの間で延びる
洗浄ラインのサイズ、長さ、またはそれら両方に基づいて変動させられることがある。洗
浄源は、流体移動機構（例として、ポンプ）によって流体が引き出されると共に内視鏡の
遠位端へ洗浄を提供するように、内視鏡をクリーニングするように、またはそれらの両方
のために、シースを通じて移動させられるような貯蔵器であることがある。
【００２５】
　ポンプは、洗浄流体を循環させる、一つ以上のラインを通じて洗浄流体を移動させる、
シースを通じて流体を移動させる、またはそれらの組み合わせの、ように機能することが
ある。ポンプは、負圧（例として、吸引または真空）を作り出すように機能することがあ
る。ポンプは、インペラーで流体を移動させることがある。ポンプは、ローブポンプ、遠
心ポンプ、容積式ポンプ、回転容積式ポンプ、ダイヤフラムポンプ、蠕動ポンプ、ロープ
ポンプ、歯車ポンプ、ねじポンプ、プログレッシングキャビティポンプ、ルーツ型ポンプ
、プランジャーポンプ、またはそれらの組み合わせであることがある。好ましくは、ポン
プは、作動される一定の量の流体を移動させる、一定の量の流体は、適用から適用へ変動
させられることがある、またはそれら両方である。より好ましくは、ポンプは、蠕動ポン
プである。蠕動ポンプは、関心のある点に、および好ましくは外科手術部位内における内
視鏡の遠位端に、洗浄流体を提供することがある。
【００２６】
　一つ以上の洗浄ラインは、洗浄源へシースを接続するように機能することがある。洗浄
ラインは、洗浄流体が圧力と共に適用されるように流体圧力を作り出すように機能するこ
とがある。洗浄ラインは、フレキシブルなもの、可動のもの、またはそれら両方であるこ
とがある。洗浄ラインは、洗浄流体、患者、外科手術の手順における使用、またはそれら
の組み合わせと両立するいずれかの材料で作られることがある。洗浄ラインは、洗浄源、
吸引源、またはそれら両方へシースを接続することがある（即ち、吸引は、洗浄ラインを
通じて適用されることがある）。
【００２７】
　吸引源は、関心のある点から、シースの遠位端から、内視鏡の遠位端から、またはそれ
らの組み合わせから、流体、デブリ、不透明な流体、望まれない材料、またはそれらの組
み合わせを取り除くように機能することがある。吸引源は、乾燥機能を実行する、流体の
スポットを取り除く、流体の液滴を取り除く、またはそれらの組み合わせの、ように機能
することがある。吸引源は、ポンプ、モータの逆転、共通の吸引源、病院の吸引源、また
はそれらの組み合わせであることがある。吸引源は、所定の量の時間内に所定の量の流体
を取り除くために十分な量の真空を適用することがある。例えば、吸引源は、１０ｍｌの
流体が１から２秒内に取り除かれることがあるように、吸引を適用することがある。吸引
源は、連続的な吸引、断続的な吸引、またはそれら両方を適用することがある。
【００２８】
　吸引ラインは、吸引がシースを通じて引かれることがあるように、シースに接続するよ
うに機能することがある。吸引ラインは、吸引源にシースを接続するように機能すること
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がある。吸引ラインは、流体を移動させること、流体を取り除くこと、デブリを取り除く
こと、不透明な流体を取り除くこと、粒子を取り除くこと、およびそれらの組み合わせを
支援することがある。吸引ラインは、内視鏡、シース、またはそれら両方の遠位の先端に
真空を作り出すことを支援することがあるいずれかのラインであることがある。吸引ライ
ンおよび洗浄ラインは、同じラインであることがある。吸引ラインおよび洗浄ラインは、
共通のラインに接続されることがある。吸引ラインおよび洗浄ラインは、一つ以上の取り
付け具、一つ以上のバルブ、またはそれら両方によって接続されることがある。
【００２９】
　一つ以上のバルブは、ある時間に働くような一つの機能（例として、洗浄または吸引）
のみを可能にするように機能することがある。一つ以上のバルブは、洗浄ライン、吸引ラ
イン、またはそれら両方を阻止するように機能することがある。一つ以上のバルブは、あ
る与えられた時間に吸引または洗浄が適用されることを可能にするのみであることがある
。一つ以上のバルブは、逆止め弁、逆流防止器、ピンチ弁、またはそれらの組み合わせで
あることがある。一つ以上のバルブは、シースの最も近くに、洗浄源の最も近くに、吸引
源の最も近くに、またはそれらの間の場所に、位置させられることがある。ラインの各々
は、バルブを含むことがある。一つを超えるバルブが存在するとすれば、バルブは、一つ
のバルブが開かれるとすれば別のバルブが閉じられるように、電気的に接続される、液圧
で接続される、流体で接続される、またはそれらの組み合わせであることがある。二つ以
上のバルブ（例として、第一のバルブおよび第二のバルブ）は、電気的に接続される、電
気的に制御される、またはそれら両方である、ことがある。二つ以上のバルブは、順に動
作させられる（例として、一つが開かれると共に次に一つが閉じられる）、同時に動作さ
せられる、遅延して動作させられる、またはそれらの組み合わせである、ことがある。例
えば、一つのバルブのみが、ある時間に開くことがある。別の例では、一つが閉じること
があると共に、ある時間の遅延の後に、別のものが開くことがある。一つ以上のバルブは
、共通の取り付け具の一部、共通の取り付け具に最も近くに位置させられたもの、または
それら両方であることがある。
【００３０】
　一つ以上の共通の取り付け具は、共通のラインへと二つ以上のラインを接続するように
機能することがある。一つ以上の共通の取り付け具は、共通のポートへ吸引ラインおよび
洗浄ラインを接続するように機能することがある。一つ以上の共通の取り付け具は、複数
のデバイスが同時に、直列に、並列に、またはそれらの組み合わせで、使用されることが
あるように、複数のデバイスへ単一のラインを接続することがある。例えば、共通の取り
付け具は、シースへ接続される共通のラインへ吸引ラインおよび洗浄ラインを接続するこ
とがあると共に、動作中に、洗浄流体は、適用されることがあり、次に、遅延の後におよ
び／または洗浄流体が適用されることを停止すると直ちに、吸引は、洗浄流体、過剰の洗
浄流体、デブリ、粒子、不透明な流体、またはそれらの組み合わせが内視鏡の遠位端から
取り除かれるように、吸引ラインに適用されることがある。一つ以上の共通の取り付け具
は、二つ以上の開口、三つ以上の開口、四つ以上の開口、または実に五つ以上の開口を有
することがある。各々の開口は、少なくとも一つのラインを受けると共に一緒に一つ以上
のラインを流体で接続することがある。一つを超える共通の取り付け具は、一緒に複数の
ラインを接続するために使用されることがある。例えば、三つの開口をもつ第一の共通の
取り付け具は、二つの管が共通の取り付け具の一つの開口に接続されると共に一つの管が
他の二つの開口の各々に接続されるように、三つの開口をもつ別の共通のラインに接続さ
れることがある。好ましくは、共通の取り付け具は、概ね“Ｙ”形状のものであると共に
、開口の二つは、共通のラインおよび／または配送ラインに接続される第三の開口に通じ
る。
【００３１】
　共通のラインは、シースへ洗浄流体、吸引、またはそれら両方を配送するように機能す
ることがある。共通のラインは、複数の異なる流体、デバイス、吸引レベル、または流体
圧力の組み合わせ、またはそれらの組み合わせを提供するように機能することがある。共
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通のラインは、洗浄源、吸引源、またはそれら両方とシースとの間の単一のアクセスポイ
ントを提供することがある。共通のラインは、洗浄ライン、吸引ライン、またはそれら両
方の断面積に相対的な増加した断面積（例として、直径）を有することがある。共通のラ
インは、洗浄ライン、吸引ライン、またはそれら両方の一方または両方と同じサイズであ
ることがある。共通のラインは、共通の取り付け具とシースのポートとの間に延びること
がある。共通のラインは、配送ラインであることがある。
【００３２】
　配送ラインは、シースへ流体を配送するように機能することがある。配送ラインは、シ
ースへ吸引を配送するように機能することがある。配送ラインおよび共通のラインは、好
ましくは、同じラインである。配送ライン、共通のライン、またはそれら両方は、適用サ
イクルの間に使用されることがある。
【００３３】
　適用サイクルは、内視鏡がクリーニングされるいずれのサイクルであってもよい。適用
サイクルは、異なるアイテムの組み合わせが適用されるサイクルであることがある。適用
サイクルは、洗浄流体および吸引が内視鏡をクリーニングするために順に適用されるサイ
クルであることがある。適用サイクルは、流体の一つ以上の適用、吸引の一つ以上の適用
、またはそれら両方の組み合わせであることがある。適用サイクルは、流体の適用および
それの直後における、関心のある点、内視鏡の遠位端、シースの遠位端、またはそれらの
組み合わせから過剰な流体を取り除くための吸引の適用であることがある。適用サイクル
は、洗浄流体の適用の終了と吸引の適用の開始との間における遅延を有するものではない
ことがある。例えば、洗浄流体が適用されることの完了の際に、吸引は、直ちに開始する
ことがある。適用サイクルは、ユーザによって変動させられることがある。適用サイクル
は、吸引無しの流体の適用（即ち、フラッシングサイクル、洗いの様式）のみを含むこと
がある。適用サイクルは、所定の量の時間の間にユーザによって作動させられることがあ
る。適用サイクルは、ユーザがスイッチを作動させる持続時間に基づいて作動させられる
ことがある。例えば、ユーザは、スイッチのワンタッチが５秒の間洗浄流体を流すように
、作動サイクルを予め設定してもよい。ユーザは、吸引が使用されることがないように、
作動サイクルを予め設定することがある。適用サイクルは、流体および吸引の並行の適用
であることがある。例えば、吸引は、洗浄流体がオフにされる前に適用されることを開始
することがある。洗浄流体、吸引、またはそれら両方の適用サイクルは、ユーザがセレク
ターを変化させること、より長く制御を働かせること、入力を変化させること、またはそ
れらの組み合わせをすること、によって変化させられることがある。適用サイクルは、内
視鏡のイメージセンサがきれいなものであると共に良好なイメージが取得されることがあ
るように、十分に長いものであることがある。
【００３４】
　内視鏡は、外科医、内科医、機械工、技術者、看護師、遠隔の場所へのビジュアルアク
セスを望むいずれかの他の人、またはそれらの組み合わせにイメージを提供するように機
能することがある。内視鏡は、非侵襲的な外科手術に使用されることがある。内視鏡は、
正視の外科手術に使用されることがある。内視鏡は、耳、鼻、喉、直腸、尿道、またはそ
れらの組み合わせを含む開口部への挿入に使用されることがある。内視鏡は、概ね円形の
断面を有することがある。内視鏡は、概ね円筒状である管状のセクションを有することが
ある。内視鏡は、遠位端へ延びる管状のセクションおよび管に接続されたかつ近位端へ延
びるハンドピースを有することがある。内視鏡は、遠位端の領域における一つ以上のイメ
ージセンサを含むことがある。内視鏡は、二つ以上のイメージセンサを含むことがある。
内視鏡は、内視鏡の最も遠位の点にイメージセンサを含むことがある。内視鏡は、ある角
度で位置させられるイメージセンサを含むことがある。イメージセンサの角度は、約０°
、２０°、３０°、４５°、６０°、７０°、または、それらの組み合わせであることが
ある。イメージセンサは、白黒のイメージ、カラーイメージ、サーマルイメージ、または
、それらの組み合わせを提供することがある。好ましくは、イメージセンサ、イメージン
グデバイス、またはそれら両方は、実質的に遠位端に位置させられる。イメージセンサの
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角度、ビューイングフェース、またはそれら両方は、内視鏡の角度、形状、ビューイング
コーン、またはそれらの組み合わせを決めることがある。
【００３５】
　ビューイングコーンは、内視鏡の視界のエリアであることがある。ビューイングコーン
は、可変のもの、調節可能なもの、またはそれら両方であることがある。ビューイングコ
ーンの角度は、可動なものであることがある。ビューイングコーンの角度は、選択された
内視鏡のタイプに基づいて予め決定されることがある。ビューイングコーンの角度は、フ
ローディレクタ、ルーメン、シース、またはそれらの組み合わせによって影響を及ぼされ
るものではないことがある。ビューイングコーンは、円錐の形状で内視鏡の遠位端から外
方へ延びることがある。
【００３６】
　内視鏡の遠位端は、関心のある特徴が最小限に侵襲的な手段を通じて眺められることが
あるように、患者の中へと挿入されるように機能することがある。内視鏡の遠位端は、内
視鏡の先頭部分であることがある（即ち、第一の部分のハットは、患者の中に入る）。遠
位端は、内視鏡のビューイングフェース、レンズ、またはそれら両方にわたって洗浄流体
および／または吸引を向ける、洗い機能、吸引機能、洗浄機能、または、それらの組み合
わせを提供するように機能することがある。内視鏡の遠位端は、近位端としての内視鏡の
反対の末端のものであることがある。近位端は、ユーザによって握られるように機能する
ことがある。近位端は、ユーザへ制御を提供するように機能することがある。近位端は、
イメージングデバイス（例として、カメラ）のような他の機能的な構成部品を接続するた
めのインターフェースを提供することがある。近位端は、内視鏡の遠位端へ電力、検知、
吸引、流体、制御、またはそれらの組み合わせを提供するように機能することがある。近
位端は、患者の外に保持されることがあると共に、遠位端は、患者内に挿入されることが
ある。ショルダーは、遠位端と近位端との間に位置させられることがある。
【００３７】
　ショルダーは、近位端が患者の中に入ることを防止するように機能することがある。シ
ョルダーは、内視鏡の管との接続点を形成するように機能することがある。ショルダーは
、内視鏡の近位端の終端部分であることがある。ショルダーは、シースが内視鏡の近位端
に向かって軸に関して移動することを防止することがある。ショルダーは、内視鏡の近位
端部分の遠位端であることがある。ショルダーは、概ね鉛直のもの、概ね平坦なもの、シ
ースの管状のセクションの縦軸に概ね直交するもの、またはそれらの組み合わせであるこ
とがある。一つ以上のライトポストは、ショルダーに相対的な近位方向における内視鏡の
遠位端領域に位置させられることがある（例として、ビジュアルポートの末端に対してシ
ョルダーの末端により近い）。
【００３８】
　ライトポストは、内視鏡の中へ光を提供するように機能することがある。ライトポスト
は、関心のある特徴が照明されるように、内視鏡の中へとおよび内視鏡の管の外に光を向
けることがある。ライトポストは、ユーザが、弱光の条件に位置させられる関心のある特
徴を見ることができるように、光を提供することがある。ライトポストは、剛性のもので
あることがある。ライトポストは、ライトポストが内視鏡における固定された位置を有す
るように、固定化されたものである、および／または、内視鏡に固定接続されることがあ
る。ライトポストは、金属で作られることがある。ライトポストは、近位端の主要な部分
と一体のものであることがある。ライトポストは、金属または何らかの他の生体適合性の
材料で作られることがある。一つ以上のライトポストは、ビジュアルポートが内視鏡の遠
位端で関心のある特徴を観察することに使用されることがあるように、内視鏡を通じて光
を提供することを支援することがある。
【００３９】
　ビジュアルポートは、ユーザにビューイングウィンドウを提供するように機能すること
がある。ビジュアルポートは、ユーザが関心のある特徴を観察することを可能にするよう
に機能することがある。ビジュアルポートは、イメージがモニターに表示されるように、
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出力を提供するように機能することがある。ビジュアルポートは、ユーザに内視鏡を通じ
たビジュアルアクセスを提供することがある。ビジュアルポートは、テレビジョンまたは
モニターのようなより大きいイメージデバイスにイメージを表示するカメラに接続点を提
供することがある。ビジュアルポートは、遠位端でビューイングレンズにビジュアルアク
セスを提供する、近位端における光学的な窓であることがある。
【００４０】
　ビューイングレンズは、イメージセンサが眺める窓を提供するように機能することがあ
る。ビューイングレンズは、イメージセンサ上のカバーであることがある。ビューイング
レンズは、内視鏡の断面の長さ未満である断面の長さ（例として、直径）を有することが
ある。ビューイングレンズは、内視鏡の断面の厚さよりも大きいものである最大の寸法を
有することがある。例えば、内視鏡が７０°の角度でイメージングデバイスを有するとき
、ビューイングレンズは、内視鏡の断面の長さを超えるものであることがある。ビューイ
ングレンズは、流体、損傷、腐食、またはそれらの組み合わせからイメージングデバイス
（例として、カメラ）を保護することがある。ビューイングレンズは、一つ以上のイメー
ジングデバイスまたは実に二つ以上のイメージングデバイスをカバーすることがある。ビ
ューイングレンズは、使用時に、デブリ、流体、血液、不透明な流体、またはそれらの組
み合わせでカバーされたものになることがある。ビューイングレンズは、きれいなイメー
ジ、歪んでいないイメージ、またはそれら両方が形成されることを可能にすることを阻害
されることがある。ビューイングレンズは、シースによって部分的にまたは完全にカバー
される、シースによって部分的にまたは完全に囲まれる、またはそれら両方であることが
ある。好ましくは、シースは、ビューイングレンズによって作り出された視覚の範囲と干
渉することなくビューイングレンズの最も近くに位置させられる。
【００４１】
　シースは、遠位端の領域の外に延びるように流体、吸引、機能的なデバイス、またはそ
れらの組み合わせのための一つ以上の導管を提供するように機能することがある。シース
は、近位端から遠位端まで延びる導管を提供することがある。シースは、両方の末端で開
いたものであることがある。シースは、内視鏡が近位端の中へ挿入され、シースを通じて
延び、遠位端の付近に位置させられた関心のある特徴を眺めることがあるように、遠位端
および近位端で開いたものであることがある。シースの遠位端は、シースの遠位端に相対
的な内視鏡の遠位端に位置させられる止め具を有することがある。シースは、一つ以上の
ルーメンを含む、一つ以上のルーメンを作り出す、またはそれら両方であることがある。
シースは、一緒に接続されたとき内視鏡の遠位端へ洗浄流体、吸引、またはそれら両方を
提供する導管を作り出す一つ以上の部品を含むことがある。シースは、実質的に内視鏡の
形状を反映することがある。このように、例えば、内視鏡が円形の断面を有するとすれば
、そのとき、シースは、円形の断面を有する。シースは、内視鏡クリーナーとして機能す
ることがある。シースは、遠位端および近位端を、それらの間に延びる縦軸と共に、有す
ることがある。
【００４２】
　シースの遠位端は、内視鏡のビューイングレンズにわたって洗浄流体、吸引、またはそ
れら両方を向けるように機能することがある。遠位端は、洗浄流体がシースを出ることが
あるように、開くように機能する、開いたものである、またはそれら両方であることがあ
る。遠位端領域は、一つ以上の環状のギャップ（例として、リング形状のギャップ）を含
むことがある。遠位端は、内視鏡のイメージングの性能と干渉することがないように機能
することがある。遠位端は、洗浄流体が遠位端に到達すると洗浄流体の速度が落ちるよう
に、外に開くことがある。遠位端は、一つ以上の遠位端を位置させる特徴を含むことがあ
る。遠位端を位置させる特徴は、フッキング部分、突出した部分、またはそれら両方を含
むことがある。フッキング部分、突出した部分、またはそれら両方は、シースの遠位端か
ら延びることがある。フッキング部分は、遠位端から外にかつシースにおける開口に向か
って下に延びることがある。フッキング部分は、シースを出る洗浄流体が内視鏡の遠位端
にわたって向けられるように、ある方向に延びることがある。フッキング部分は、弓型の
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様式である角度で延びる、角のある部分によって接続された一つ以上の線形のセグメント
を有する、またはそれらの組み合わせであることがある。フッキング部分は、先細にされ
た先端を有することがある。フッキング部分は、遠位端から概ね下方に延びることがある
。遠位端は、下方に、内視鏡のビューイングレンズにわたって、またはそれら両方に、洗
浄流体を向けるように機能する突出した部分を含むことがある。突出した部分は、それの
全長に沿って線形のものであることがある。突出した部分は、先細にされた先端部分を有
することがある。突出した部分、フッキング部分、またはそれら両方は、シースの近位端
から離れて軸に関して延びることがある。
【００４３】
　シースの近位端は、内視鏡との接続を作り出すように機能することがある。近位端は、
内視鏡に相対的にシースを整列させることがある。シースの近位端は、内視鏡に相対的に
シースを軸に関して整列させる、内視鏡に相対的にシースを径方向に整列させる、シース
および内視鏡の遠位端を軸に関して、内視鏡のライトスポットに相対的にシースを軸に関
して、または内視鏡のライトスポットに相対的にシースを回転に関して、整列させる、ま
たはそれらの組み合わせであることがある。近位端は、内視鏡の全てまたは一部分を受け
ることがある。近位端は、内視鏡のショルダーに接触することがある。縦軸は、シースの
近位端と遠位端との間で延びることがある。縦軸は、シースの長さにわたって延びる貫通
孔を通じて延びることがある。内視鏡は、縦軸に沿ってシース内で延びることがある。縦
軸は、内視鏡とシースとの間の接続点から、かつ、シースの管を通じて、延びることがあ
る。
【００４４】
　管は、内視鏡のイメージングデバイスを受けるように機能することがある。管は、内視
鏡の遠位端に位置させられることがある。管は、内視鏡と概ね同じサイズおよび形状であ
ることがある。例えば、内視鏡が、概ね円形の断面を有するとすれば、そのとき、管は、
概ね円形の断面を有することがある。管は、内視鏡とは異なるものである形状を有するこ
とがある。管は、管が内視鏡を受けるように構成されるように、いずれかの形状であるこ
とがある。管は、ハブに接続される、ハブと一体に形成される、ポートと流体連絡されて
いる、ポートに接続される、ポートと連絡するものである貫通孔を含む、またはそれらの
組み合わせであることがある。ハブは、近位端でハンドピースに接続されることがある。
管は、ハンドピースと一体に形成されることがある。管は、均一な壁の厚さ、可変の壁の
厚さ、またはそれら両方を有することがある。壁の厚さは、管の長さに沿って変動するこ
とがある。壁の厚さは、管の外周に沿って変動することがある。例えば、管は、断面で管
を眺めるとき、管の上半分よりも管の下半分で二倍厚いものである壁を有することがある
。管は、それの長さに沿って一つ以上の位置決めデバイスを含むことがある。一つ以上の
位置決めデバイスは、一つ以上のくぼみであることがある。管は、管が内視鏡を受けるよ
うに構成されるようにいずれかの形状であることがある。管は、ハブに接続される、ハブ
と一体に形成される、ポートと流体連絡されている、ポートに接続される、ポートと連絡
するものである貫通孔を含む、またはそれらの組み合わせであることがある。
【００４５】
　ポートは、シースの管の中へのアクセスを提供するように機能することがある。ポート
は、一つ以上の洗浄源、一つ以上の吸引源、一つ以上の共通のライン、一つ以上の配送ラ
イン、またはそれらの組み合わせとの流体接続または吸引接続を提供するように機能する
ことがある。ポートは、吸引、洗浄流体、またはそれら両方がポートを通じて提供される
ことがあるように、一つ以上のラインとの固定接続を形成することがある。ポートは、管
の内側への直接アクセスを提供することがある。ポートは、一つ以上の機能的な構成要素
（例として、切削工具、焼灼用具、またはそれら両方）が、シースの管の内側へのアクセ
スを獲得することがある、シースの遠位端の外に延びることがある、またはそれら両方で
あるように構成されることがある。例えば、ポートは、流れるものではないアイテムを受
けることがある。ポートは、管の一部、ハブ、またはそれら両方であることがある。
【００４６】
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　ハブは、内視鏡へシースを接続するように機能することがある。ハブは、内視鏡へシー
スをシールするように機能することがある。ハブは、内視鏡の一部分を囲むことがある。
ハブは、洗浄流体、吸引、またはそれら両方が漏れることがないように、内視鏡との流体
シールを作り出すように機能することがある。ハブは、ショルダーおよびハブが流体シー
ルされた接続を形成するように、内視鏡のショルダーを受けることがある。ハブは、円形
の断面を有することがある。ハブは、それがシースの遠位端に向かって延びる際に、先細
になることがある。ハブは、内視鏡の全てまたは一部分を受けるために十分に大きいもの
であることがある。ハブは、部分的に内視鏡のまわりに延びる、完全に内視鏡のまわりに
延びる、またはそれら両方の組み合わせであることがある。ハブは、ハブに接続するより
厚いセクションを有することがある。ハブは、管に留められることがある。ハブは、スレ
ッド、スナップ、一方向の接続システム、一連のリブ、またはそれらの組み合わせのよう
な機械的な留め具によって管に接続されることがある。ハブは、一つ以上の接着剤によっ
て管に接続することがある。ハブは、内視鏡の全てまたは一部分を受ける、カラー、アー
ム、またはそれら両方を含むことがある。
【００４７】
　カラーおよびアームは、同じ機能を実行することがある。カラーおよびアームは、同じ
構成要素を含むことがある。カラーは、ハブの不可欠な部分であることがある。カラーは
、ハブの大部分（例として、５０パーセント以上、６０パーセント以上、または７０パー
セント以上）を形成することがある。カラーは、回転に関する移動を防止するように機能
することがある。カラーは、軸に関する移動を防止するように機能することがある。カラ
ーは、内視鏡の全てまたは一部分を受けるように機能することがある。カラーは、内視鏡
のライトポストを受けるように機能することがある。カラーは、ライトポストを囲むこと
がある。カラーは、部分的にライトポストのまわりに延びることがある。カラーは、ライ
トポストの全てまたは一部分を受けるソケットを含むことがある。
【００４８】
　ソケットは、シースおよび内視鏡が軸に関して整列させられる、回転に関して整列させ
られる、またはそれら両方であるように、ライトポストに接触するように機能することが
ある。ソケットは、内視鏡の全てまたは一部分を受けるように機能することがある。ソケ
ットは、ライトポストに対してシースをロックすることなくライトポストの全てまたは一
部分を受けるように機能することがある。ソケットは、内視鏡に対してシースをロックす
るように機能することがある。ソケットは、内視鏡に対してシースを回転に関してロック
する、内視鏡に対してシースを軸に関してロックする、またはそれら両方であるように機
能することがある。ソケットは、内視鏡に相対的なシースの全ての軸に関する移動を防止
することがある。例えば、ソケットは、内視鏡、ライトポスト、内視鏡の遠位端、または
それらの組み合わせに相対的な近位方向および遠位方向におけるシースの軸に関する移動
を防止することがある。一旦ライトポストに接続されたソケットは、シースの遠位端およ
び内視鏡の遠位端が軸に関して整列させられるように、シースの全ての軸に関する移動を
制約することがある。ソケットは、内視鏡との接続を形成する肯定的な特徴であることが
ある。ソケットは、否定的な特徴、材料の欠如、材料の不足、材料の無いセクション、ま
たはそれらの組み合わせであることがある。ソケットは、内視鏡の全てまたは一部分を受
けると共に好ましくは内視鏡のライトポストを受ける、開口を含むことがある。ソケット
は、カラー、アーム、またはそれら両方の一部であることがある。ソケットにおける開口
のサイズは、ソケットが、異なるサイズの内視鏡、ライトポスト、またはそれら両方を収
容することができることがあるように、サイズが可変のものであることがある。ソケット
は、内視鏡のライトポストまたは別の構成部品を受けるように構成された半円のもの、矩
形のもの、“Ｖ”字形状のもの、六角形のもの、幾何学的な形状、またはそれらの組み合
わせである開口を有することがある。ソケットは、ソケットのサイズを変動させることを
可能にするヒンジを含むことがある。ソケットの材料特性は、ソケットのサイズ、ソケッ
トにおける開口、またはそれら両方を変動させることを可能にすることがある。ソケット
の材料は、ソケットがライトポストを受けると共にライトポストと締り嵌めを形成するよ
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うに、弾性的に変形可能なものであることがある。ソケットは、内視鏡の一つ以上の部分
の形状を反映することがある。ソケットは、ライトポストの形状を反映することがある。
ソケットは、ライトポストのまわりに部分的におよび／または完全に延びることがある。
ソケットは、ソケットにおける開口のまわりに延びる一つ以上のフィンガーを含むことが
ある。ソケットは、一つ以上のアンダーカットをもつ一つ以上のフィンガーを含むことが
ある。
【００４９】
　一つ以上のフィンガーは、開口のまわりに延びるように機能することがある。一つ以上
のフィンガーは、隣接するフィンガーの間に開口を作り出すことがある。一つ以上のフィ
ンガーは、取り付けの間に可動なものであるように機能することがある。一つ以上のフィ
ンガーは、締り嵌めを形成するように機能することがある。一つ以上のフィンガーは、シ
ースの回転に関する移動、軸に関する移動、またはそれら両方を防止するように機能する
ことがある。一つ以上のフィンガーは、弾性的に変形可能なものであることがある。一つ
以上のフィンガーは、横に平行移動可能なものであることがある（例として、それら自体
の平面内に延びる）。一つ以上のフィンガーは、内視鏡、ライトポスト、またはそれら両
方における把持力を作り出すことがある。一つ以上のフィンガーは、各々、約２Ｎ以上、
約５Ｎ以上、約７Ｎ以上、または実に約１０Ｎ以上の把持力を形成することがある。一つ
以上のフィンガーは、各々、一つ以上のアンダーカットを含むことがあると共に、ライト
ポストと接触して、ライトポストのまわりに、またはそれら両方で一つ以上のアンダーカ
ットを移動させることがある。
【００５０】
　一つ以上のアンダーカットは、軸に関する移動、回転に関する移動、またはそれら両方
を防止することがある。好ましくは、一つ以上のアンダーカットは、内視鏡、シース、ま
たはそれら両方の遠位端に向かった軸に関する移動を防止することがある。アンダーカッ
トおよびソケットの遠位端は、内視鏡に相対的なシースの軸に関する移動（例として、近
位および遠位の両方に）を制約するように併せて働くことがある。一つ以上のアンダーカ
ットは、内視鏡との固定接続を形成することを支援する、内視鏡との固定接続を形成する
、またはそれら両方であることがある。一つ以上のアンダーカットは、内視鏡の一部分を
把持することがある。好ましくは、アンダーカットは、内視鏡およびシースが固定接続さ
れるように、少なくとも部分的に内視鏡または内視鏡の一部分のまわりに延びる。より好
ましくは、アンダーカットは、固定接続を形成するために少なくとも部分的に内視鏡のラ
イトポストのまわりにまたはライトポストの一部分の中へと延びる。一つ以上のアンダー
カットは、内視鏡とのおよび好ましくは内視鏡のライトポストとの、締り嵌め、摩擦嵌合
、スナップフィット、またはそれらの組み合わせを形成することがある。一つ以上のアン
ダーカットは、ソケットの向かい合うフィンガーに位置させられる二つの向かい合うアン
ダーカットであることがある。アンダーカットは、相互に向かってある角度に曲がる、ソ
ケットの内側に向かって延びる、ソケットの直径を低減する、またはそれら両方であるこ
とがある。アンダーカット、ソケット、フィンガー、またはそれらの組み合わせは、カラ
ー、ハブ、アーム、またはそれらの組み合わせの一部であることがある。
【００５１】
　アームは、ハブから軸に関して延びるように機能することがある。アームは、シースお
よび内視鏡を軸に関して整列させるように機能することがある。アームは、ここで議論さ
れたような、ソケット、フィンガー、アンダーカット、またはそれらの組み合わせを含む
ことがある。アームは、シースが、内視鏡に相対的な標準的な位置、所定の位置、または
それら両方に位置決めされるように、内視鏡に接触するように機能することがある。アー
ムは、内視鏡の遠位端とシースの遠位端を整列させるように機能することがある。アーム
は、内視鏡の近位端に向かってシースを延ばすように機能することがある。アームは、内
視鏡の形状を反映することがある。アームは、アームがビジュアルポートと干渉すること
がないように、軸に関して延びることがある。アームは、“Ｌ”字形状を有することがあ
る。アームは、内視鏡に向かって下に延び、次に曲がると共に内視鏡に沿って軸に関して
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延びることがある。アームは、先細にされることがある。アームは、それの近位端で最も
幅広いかつそれの遠位端で最も細いものであることがある。アームは、それの長さに沿っ
て連続的な幅を有することがある。アームは、内視鏡に相対的なアームの角度が変動させ
られることがあるように、一つ以上のヒンジを含むことがある。アームは、内視鏡に相対
的なアームの角度が変動させられることがあるように、一つ以上のフレキシブルな領域を
含むことがある。アームは、長さが可変なものであることがある。アームは、内視鏡が長
くされるおよび短くされることがあるように、伸縮する特徴を含むことがある。アームは
、アームの長さが変化させられると共に次にある位置にロックされることを可能にする一
つ以上のロッキングの特徴を含むことがある。アームは、シースのフレア、接面、または
それら両方が内視鏡と整列するように、内視鏡に相対的にシースを位置させることがある
。
【００５２】
　フレアは、内視鏡とのシールされた接続を作り出すように機能することがある。フレア
は、洗浄流体、吸引、またはそれら両方が内視鏡とフレアとの間で逃げることができない
ように、内視鏡との流体シールを作り出すことがある。フレアが、スラストシールを作り
出すことがある。スラストシールは、フレアを圧縮することによって形成されることがあ
る。フレアは、スラストシール、外周シール、またはそれら両方を作り出すことがある。
フレアは、軸に関して圧縮される、径方向に圧縮される、径方向に膨張させられる、また
はそれらの組み合わせであることがある。スラストシールは、内視鏡のショルダーとシー
スのフレアとの間に形成されることがある。フレアは、スラストシールが作り出されると
き流体シールが内視鏡とシースとの間に作り出されると共に流体が内視鏡の最も近くでシ
ースを出ることが防止されるように、実質的に内視鏡のある位置を取り囲むことがある。
フレアは、フレアがシールを形成するように、フレキシブルなものであることがある。フ
レアは、フレアが内視鏡との圧縮嵌合を形成するように、弾性的に変形可能なものである
ことがある。フレアは、部分的に変形可能なものである、変形可能な領域を含む、ゴムを
含む、エラストマーを含む、弾性のものを含む、またはそれらの組み合わせであることが
ある。フレアは、内視鏡がシースに挿入されるとき、軸に関して圧縮されることがある。
フレアは、内視鏡のショルダーまわりに、近位端領域の末端のまわりに、管のまわりに、
またはそれらの組み合わせで、外周シールを形成することがある。フレアは、シースのハ
ブから軸に関して延びることがある。フレアは、ハブから径方向に延びることがある。フ
レアは、部分的にハブ内におよび部分的にハブの外に位置させられることがある。フレア
は、内視鏡に接触する接面を有することがある。
【００５３】
　接面は、内視鏡とのシールを作り出すように機能することがある。接面は、内視鏡のシ
ョルダーに接触することがある。接面は、内視鏡、内視鏡のショルダー、またはそれら両
方とシールを作り出すことがある。接面は、内視鏡の一部分を囲むことがある。例えば、
接面は、シールを作り出すために管、ショルダー、またはそれら両方のまわりに延びるこ
とがある。接面は、シールを形成する柔軟な材料で作られることがある。接面は、エラス
トマーで作られることがある、エラストマーを含むことがある、又はそれら両方である。
接面は、弾性的に変形することがある。接面は、ハブから延びることがある。接面は、径
方向に外方に延びる部分を有することがある。ハブは、一つ以上のスペーサを含むことが
ある。
【００５４】
　一つ以上のスペーサは、シース内に内視鏡を軸に関して整列させるように機能すること
がある。一つ以上のスペーサは、内視鏡のショルダーに接触すると共にシース内に内視鏡
を整列させることがある。スペーサは、管が管内で軸に関して整列させられるように、管
に接触することがある。一つ以上のスペーサは、選択の自由なものであることがある。ス
ペーサは、一つ以上のＯリングの最も近くに位置させられることがある。
【００５５】
　一つ以上のＯリングは、シースと内視鏡の管との間にシールを形成するように機能する
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ことがある。一つ以上のＯリングは、流体が内視鏡の近位端に向かって進むことを防止す
るように機能することがある。一つ以上のＯリングは、シールを作り出すように機能する
ことがある。一つ以上のＯリングは、ハブ内に、ハブのカラーの最も近くに、またはそれ
ら両方に位置させられることがある。一つ以上のＯリングは、シールを形成するいずれか
の材料で作られることがある。一つ以上のＯリングは、外周シール、スラストシール、ま
たはそれら両方を作り出すことがある。一つ以上のＯリングは、軸に関して圧縮される、
径方向に圧縮される、径方向に膨張させられる、またはそれらの組み合わせであることが
ある。一つ以上のＯリングは、一つ以上の穴を含むことがある。一つ以上のＯリングは、
弾性的に変形することがある。一つ以上のＯリングは、エラストマーで作られる、弾性の
ものを含む、ゴムを含む、変形可能な材料を含む、変形可能な領域を含む、またはそれら
の組み合わせであることがある。一つ以上のＯリングは、ロッキングリングの最も近くに
位置させられることがある。
【００５６】
　一つ以上のロッキングリングは、シース、内視鏡、またはそれら両方に対してＯリング
をロックすることがある。一つ以上のロッキングリングは、一緒に二つ以上の構成部品を
ロックするように機能することがある。一つ以上のロッキングリングは、内視鏡が管およ
びロッキングリングを通じて延びるように、貫通孔を含むことがある。
【００５７】
　貫通孔は、シースの近位端から遠位端まで延びることがある。貫通孔は、内視鏡および
流体がシースの遠位端から近位端まで通過することがあるように、十分に大きいものであ
ることがある。管は、シースにおける一つ以上の貫通孔を含むことがある。
【００５８】
　図１Ａは、（示されたものではない）内視鏡クリーナーシステムとの使用のためのシー
ス９０の上面図を例示する。シース９０は、遠位端９２および近位端９４を含む。管９６
およびハブ９８は、遠位端９２と近位端９４との間に延びる。ハブ９８は、吸引、洗浄流
体、またはそれら両方を受けるためのポート１０６を含む。ハブ９８は、また、（示され
たものではない）対応するデバイスの（示されたものではない）ライトポスト７２を受け
るためのソケット１０２を含むカラー１００を含む。
【００５９】
　図１Ｂは、近位端９４からのシース９０の端面図を例示する。ハブ９８から延びるポー
ト１０６は、示されると共に、管９６およびハブ９８を通じて延びる貫通孔１５２は、示
される。ハブ９８を通じてポート１０６に向かって延びるソケット１０２は、例示される
。
【００６０】
　図１Ｃは、遠位端９２からのシース９０の図を例示する。シース９０を通じて延びる貫
通孔１５２は、示される。
【００６１】
　図２は、図１Ｃの線Ａ－Ａに沿って切断された図１Ｃのシース９０の断面図を例示する
。シース９０は、ハブ９８に接続された管９６を含む。ハブ９８は、管９６の末端とハブ
９８のあわせ面との間にスペーサ１２８を含む。Ｏリング１３０は、ハブ９８に対してＯ
リングを留めるためのロッキングリング１３２に最も近くにハブ内に位置させられる。
【００６２】
　図３Ａは、シース９０の中へ延びる内視鏡６０を例示する。内視鏡６０は、ビジュアル
ポート７４を含む近位端６４を含む。内視鏡６０は、シース９０の遠位端６２へ延びる遠
位端９２を含む。シース９０は、遠位端９２からハブ９８まで延びる管９６を含む。内視
鏡６０およびシース９０の末端からある角度（例として、０度の角度）で延びるビューイ
ングコーン７８は、示される。ハブ９８は、吸引、洗浄流体、またはそれら両方を受ける
ためのポート１０６を含む。ハブ９８が内視鏡６０のショルダー７０に接触することおよ
びシース９０のソケット１０２が内視鏡６０のライトポスト７２を受けることによって、
ハブ９８は、近位端９４で終わる。
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【００６３】
　図３Ｂは、遠位端６２，９２からのシース９０および内視鏡６０の端面図を例示する。
内視鏡６０のビジュアルポート７４およびライトポスト７２は、内視鏡６０から外方へ延
びる。
【００６４】
　図４Ａは、内視鏡６０を例示する。内視鏡６０は、イメージを提供するためのビジュア
ルポート７４を含む。ビジュアルポート７４は、０度の角度で延びる内視鏡６０の遠位端
６２におけるビューイングコーン７８内に位置させられるイメージを提供する。内視鏡６
０は、また、内視鏡の遠位端６２へ光を提供するためのライトポスト７２を含む。内視鏡
は、また、内視鏡６０が患者内に入ることを防止するためのショルダー７０を含む。
【００６５】
　図４Ｂは、遠位端６２に位置させられるビューイングコーン７８内のイメージを眺める
ためのビジュアルポート７４を有する内視鏡６０を例示する。ビューイングコーン７８は
、遠位端６２から７０度の角度で延びる。ライトポスト７２およびショルダー７０は、ビ
ジュアルポート７４の最も近くに位置させられる。
【００６６】
　図５は、シース９０の透視図を例示する。シース９０は、接続されるハブ９８および管
９６を通じて延びる縦軸９５を有する。ハブ９８は、ソケット１０２、一対のフィンガー
１０９、および各々のフィンガー１０９におけるアンダーカット１０４を含むアーム１０
８に接続される。ソケット１０２は、内視鏡にシース９０を整列させるために（示された
ものではない）内視鏡のライトポストを受けるための開口を有すると共に、アンダーカッ
ト１０４は、ソケット１０２の開口内にライトポストを保持する。フランジ１１０および
ソケット１０２は、アーム１０８の付近の近位端９４に位置させられると共に内視鏡の一
部分を受けるように構成される。ポート１０６は、管９６から、アーム１０８の遠位の側
に隣接する場所から、かつ、アーム１０８の遠位の側に、延びる。
【００６７】
　図６は、シース９０の断面図を例示する。シース９０は、管およびハブ９８を通じて延
びる縦軸９５をもつ（示されたものではない）管に接続されるハブ９８を含む。ポート１
０６およびアーム１０８は、ハブ９８の同じ側から延びると共に、アーム１０８は、ポー
ト１０６の最も近くに位置させられる。管９６は、近位端９４でフレア１１０および接面
１１２をもつ近位端９４を有する。アーム１０８は、（示されたものではない）内視鏡の
ライトポストを受けるためのソケット１０２を含む。ソケット１０２は、ソケット１０２
における開口のまわりに延びるフィンガー１０９およびフィンガー１０９の末端における
アンダーカット１０４を含む。ソケット１０２の開口は、（示されたものではない）ライ
トポストを受けると共に、アンダーカット１０４は、開口内にライトポストを保持する。
【００６８】
　図７Ａは、別の可能性のあるシース９０の側面図を例示する。シース９０は、遠位端９
２にフッキング部分１５６およびシース９０から延びるアーム１０８を含む。アーム１０
８は、フッキング部分１５６が内視鏡にわたってクリーニング流体を向けると共に内視鏡
をクリーニングするようにアーム１０８が（示されたものではない）内視鏡におけるフッ
キング部分１５６を整列させるように、位置させられる。アーム１０８は、ライトポスト
のような内視鏡の一部分を受けるように構成されるソケット１０２を含む。ソケット１０
２は、フッキング部分１５６からある距離（Ｄ）に位置させられる後方の壁を含む。
【００６９】
　図７Ｂは、遠位端９２にフッキング部分１５６を含むシース９０を例示する。アーム１
０８は、シース９０から延びると共に、クリーニング流体がフッキング部分１５６によっ
て内視鏡のレンズにわたって向けられるように、（示されたものではない）内視鏡の末端
とフッキング部分１５６を整列させる。フッキング部分１５６は、図７Ａのフッキング部
分より外にさらに延びる。フッキング部分１５６は、ソケット１０２の後方の壁からある
距離（Ｄ２）に位置させられる。
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【００７０】
　図８は、内視鏡クリーニングシステム２を例示する。内視鏡クリーニングシステム２は
、洗浄源４とシース９０との間における洗浄流体の流れを制御するためのポンプ１４を含
む制御モジュール３０に接続される洗浄ライン６に接続された洗浄源４を含む。制御モジ
ュール３０は、電源２０、および制御モジュール３０を制御するためのユーザインターフ
ェース３１と通信するものである（示されたものではない）コントローラおよび／または
マイクロプロセッサを含む。システム２は、制御モジュール３０に接続される吸引源１０
を含む。制御モジュール３０は、シース９０に接続される吸引ラインにバルブ８を含むが
、それは、内視鏡の一部分を受ける。バルブ８は、吸引が洗浄流体の適用サイクルの全て
または一部分の間にオフにされることがあるように、吸引源１０とシース９０との間にお
ける吸引を制御する。洗浄ライン６および吸引ライン１２は、（示されたものではない）
内視鏡をクリーニングするためにシース９０へ流体または吸引を供給するための共通のラ
イン１８／配送ライン４２に洗浄ライン６および吸引ライン１２を接続する共通の取り付
け具１６で一緒に接続される。
【００７１】
　図９は、ポンプ１４、電源２０、ユーザインターフェース３１、および一つ以上のバル
ブ８を含む制御モジュール３０を例示する。洗浄源４は、ポンプ１４へと重力送りされる
と共に、次に、ポンプ１４は、シース９０が内視鏡６０を洗うように、洗浄ライン６を通
じてシース９０へ流体を送る。吸引源１０は、吸引ライン１２を通じて引き出されるもの
である吸引を制御する制御モジュール３０のバルブ８に接続される。洗浄ライン６および
吸引ライン１２の両方は、共通の取り付け具１６に接続されると共に、単一の共通のライ
ン１８／配送ライン４２は、共通の取り付け具１６からシース９０まで延びる。吸引ライ
ン１２は、洗浄流体が吸引ラインへと押し進められることを防止するための受動的な逆止
め弁であるバルブ８を含むことがある。
【００７２】
　ここに記述されたいずれかの数値は、いずれかのより低い値といずれかのより高い値と
の間に少なくとも２単位の分離があるという条件で、一単位の増分における下側の値から
上側の値までの全ての値を含む。例として、例えば温度、圧力、時間などのような、構成
部品の量またはプロセス変数の値が、例えば、１から９０まで、好ましくは２０から８０
まで、より好ましくは３０から７０までであることが述べられるとすれば、１５から８５
まで、２２から６８まで、４３から５１まで、３０から３２まで等のような値が、この明
細書中で明示的に列挙されることが意図される。一より小さいものである値については、
一単位は、必要に応じて０．０００１、０．００１、０．０１、または０．１であること
が考慮される。これらは、具体的に意図されるものの例にすぎないものであると共に、列
挙された最低の値と最高の値との間における数値の全ての可能性のある組み合わせは、類
似の様式でこの出願において明示的に述べられることが考慮されるものである。
【００７３】
　別に述べられない限り、全ての範囲は、両方の端点および端点の間の全ての数を含む。
ある範囲と併せた“約”または“おおよそ”の使用は、範囲の両方の末端に当てはまる。
このように、“約２０から３０まで”は、少なくとも指定された端点を含む“約２０から
約３０まで”を包含することが意図される。
【００７４】
　特許出願および公開を含む全ての論文および参考文献の開示は、全ての目的のために参
照により組み込まれる。コンビネーションを記載するための用語“本質的に・・・からな
る”は、識別された構成要素、構成成分、構成部品、またはステップ、および、コンビネ
ーションの基本的なおよび新規な特性に実質的に影響を及ぼすものではないそのような他
の構成要素、構成成分、構成部品、またはステップを含むものとする。ここで構成要素、
構成成分、構成部品、またはステップのコンビネーションを記載するための用語“・・・
を備える”または“・・・を含む”の使用は、また、本質的に構成要素、構成成分、構成
部品、またはステップからなる実施形態を予期する。ここで用語“・・・ことがある”の
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使用によって、含まれる“ことがある”いずれかの記載された属性が選択の自由なもので
あることが意図される。
【００７５】
　複数の構成要素、構成成分、構成部品、またはステップを、単一の統合された構成要素
、構成成分、構成部品、またはステップによって、提供することができる。あるいは、単
一の統合された構成要素、構成成分、構成部品、またはステップは、別個の複数の構成要
素、構成成分、構成部品、またはステップへと分割されることがあるかもしれない。構成
要素、構成成分、構成部品、またはステップを記載するための“ある”または“一つの”
の開示は、追加的な構成要素、構成成分、構成部品、またはステップを排除することが意
図されるものではない。
【００７６】
　上の記載が例示的なものであると共に限定的なものではないことが意図されることは、
理解される。提供された例に加えて多数の用途のみならず多数の実施形態は、上の記載を
読む際に当業者に明白なものであることになる。従って、教示の範囲は、上の記載を参照
して決定されるべきではなく、代わりに、添付された請求項を参照して、そのような請求
項に与えられる均等物の全範囲と一緒に、決定されるべきである。特許出願および公開を
含む、全ての論文および参考文献の開示は、全ての目的のために参照により組み込まれる
。ここに開示される主題のいずれかの態様の後に続く請求項における省略は、そのような
主題の放棄ではなく、また、発明者がそのような主題が開示された発明の主題の一部であ
ると考慮しなかったとみなされるべきではない。 

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月26日(2016.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡シースであって、
　（ａ）内視鏡のシャフトの全てまたは一部分を受けるように構成された管と、
　（ｂ）前記シースの近位端領域に付けられたかつ前記シースの近位端領域から延びるア
ームと
を備え、
　前記内視鏡が前記内視鏡の近位端領域にライトポストを含み、
　前記アームは、前記内視鏡に関して軸に関しておよび回転に関して前記シースを正しい
位置に合わせるための前記ライトポストと連絡するものである一つ以上の特徴を有する、
　内視鏡シース。
【請求項２】
　前記一つ以上の特徴は、前記シースの回転に関する移動が防止されるように、前記内視
鏡の前記ライトポストのまわりに少なくとも部分的に延びるソケットである、
　請求項１の内視鏡シース。
【請求項３】
　前記アームは、前記シースが前記内視鏡と軸に関して整列させられるように、前記シー
スの近位端から所定の距離まで延びる、
　請求項１または２の内視鏡シース。
【請求項４】
　前記アームは、前記内視鏡の遠位端と前記シースの遠位端を、前記シースの遠位端およ
び前記内視鏡の遠位端が相互に対して所定の軸に関する位置に位置決めされるように、軸
に関して整列させる、
　請求項１から３までのいずれかの内視鏡シース。
【請求項５】
　前記ソケットは、前記内視鏡シースが前記内視鏡に対する軸に関する移動および回転に
関する移動が防止されるように、前記ライトポストに接触すると共に前記ライトポストに
前記内視鏡シースを接続するアンダーカットを含む、
　請求項２の内視鏡シース。
【請求項６】
　前記内視鏡シースの近位端は、前記内視鏡が延びる接面を含み、
　前記接面は、前記内視鏡のショルダーとのシールを形成するフレアを含む、
　請求項１から５までのいずれかの内視鏡シース。
【請求項７】
　前記接面は、前記接面が前記内視鏡のショルダーとのシールされた接続を形成するよう
に、弾性的に変形可能なものである、
　請求項６の内視鏡シース。
【請求項８】
　前記アームは、前記内視鏡の一部分を受けるカラーとして構成され、
　前記カラーは、前記ソケットが前記カラーの中へと延びると共に前記ライトポストの全
てまたは一部分を受けるように構成されるように、前記ソケットを含む、
　請求項２の内視鏡シース。
【請求項９】
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　前記カラーは、前記内視鏡シースと前記内視鏡との間の、前記内視鏡シースと前記内視
鏡のショルダーとの間の、またはそれら両方の、シールを形成するＯリングを含む
　請求項８の内視鏡シース。
【請求項１０】
　前記内視鏡シースは、ハブを含み、
　前記アームおよび前記管は、前記ハブに接続されると共に前記ハブから延び、
　前記ハブは、前記内視鏡シースを通じた流体の進入および退出を提供するポートを含む
、
　請求項１から９までのいずれかの内視鏡シース。
【請求項１１】
　内視鏡シースであって、
　　遠位端と、
　　近位端と、
　　円筒体を有するシャフトと、
　　内視鏡の近位端領域から延びるライトポストと
　を有する前記内視鏡の全てまたは一部分を受けるように構成された管と、
　前記シースの近位端領域に付けられたかつ前記シースの近位端領域から延びるアームと
を備え、
　前記アームは、前記ライトポストに対して前記内視鏡シースを留めると共に前記内視鏡
に関して前記近位端および前記遠位端に向かった前記シースの軸に関する移動を防止する
ように構成されるアンダーカットをもつソケットを有する、
　内視鏡シース。
【請求項１２】
　前記ソケットは、前記シースの回転に関する移動が防止されるように、前記内視鏡の前
記ライトポストのまわりに少なくとも部分的に延びる、
　請求項１１の内視鏡シース。
【請求項１３】
　前記アームは、前記内視鏡の遠位端と前記シースの遠位端を、前記シースの遠位端およ
び前記内視鏡の遠位端が相互に対して所定の軸に関する位置に位置決めされるように、軸
に関して整列させる、
　請求項１１または請求項１２の内視鏡シース。
【請求項１４】
　前記内視鏡シースの近位端は、前記内視鏡が延びる接面を含み、
　前記内視鏡シースの前記接面は、前記内視鏡シースと前記内視鏡との間に流体シールさ
れた接続を形成するためにガスケット、シール、またはそれら両方の無いものである、
　請求項１１から１３までのいずれかの内視鏡シース。
【請求項１５】
　前記接面は、前記接面が前記内視鏡のショルダーとのシールされた接続を形成するよう
に、弾性的に変形可能なものである、
　請求項１４の内視鏡シース。
【請求項１６】
　前記アームは、前記内視鏡の一部分を受けるカラーとして構成され、
　前記カラーは、前記ソケットが前記カラーの中へと延びると共に前記ライトポストの全
てまたは一部分を受けるように構成されるように、前記ソケットを含む、
　請求項１１から１５までのいずれかの内視鏡シース。
【請求項１７】
　前記カラーは、前記内視鏡シースと前記内視鏡との間の、前記内視鏡シースと前記内視
鏡のショルダーとの間の、または、それら両方のシールを形成するＯリングを含む、
　請求項１６の内視鏡シース。
【請求項１８】
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　前記内視鏡シースは、ハブを含み、
　前記アームおよび前記管は、前記ハブに接続されると共に前記ハブから延び、
　前記ハブは、前記内視鏡シースを通じた流体の進入および退出を提供するポートを含む
、
　請求項１１から１７までのいずれかの内視鏡シース。
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